
議
員

国
の
医
療
制
度
改
革

に
よ
り
、
平
成
二
十
年
四
月

か
ら
七
五
歳
以
上
の
す
べ
て

の
者
お
よ
び
六
五
歳
か
ら
七

四
歳
で
障
害
認
定
を
受
け
た

者
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
開
始
さ
れ
、
今

後
、
対
象
者
の
保
険
料
負
担

が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
保
険
料
は
都
道
府
県
ご

と
に
異
な
る
が
、
神
奈
川
県

が
全
国
で
最
も
高
額
と
な
っ

た
理
由
を
聞
き
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
担
当
部
長
）

神
奈
川
県
は
被
保
険
者
の

所
得
水
準
が
高
い
た
め
、
国

か
ら
の
交
付
金
が
減
額
さ
れ

る
。
そ
の
分
を
所
得
割
保
険

料
で
補
て
ん
す
る
こ
と
が
最

大
の
理
由
で
あ
る
。

議
員

こ
の
保
険
料
は
二
年

ご
と
に
改
定
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
金
額
を
決
定
す
る
要

素
を
聞
き
た
い
。

担
当
部
長

保
険
料
の
額
は
、

医
療
給
付
費
の
額
、
広
域
連

合
内
の
被
保
険
者
の
所
得
水

準
、
広
域
連
合
の
保
険
事
業

額
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

議
員

こ
の
医
療
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

シ
ス
テ
ム
が
改
修
さ
れ
る
と

聞
く
が
、
本
市
の
財
政
投
入

の
総
額
と
国
庫
補
助
の
額
を

伺
い
た
い
。

担
当
部
長

国
民
健
康
保
険

シ
ス
テ
ム
の
改
修
は
、
こ
の

医
療
制
度
創
設
に
よ
る
も
の

だ
け
で
な
く
、
退
職
者
医
療

制
度
の
廃
止
に
関
す
る
も
の

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

改
修
費
用
の
総
額
は
一
億
円

を
超
え
る
が
、
国
庫
補
助
と

し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

創
設
準
備
事
業
費
補
助
金
が

四
五
〇
万
円
交
付
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

議
員

二
十
年
度
に
お
け
る

本
市
の
一
般
会
計
か
ら
広
域

連
合
へ
の
拠
出
金
の
額
を
聞

き
た
い
。

担
当
部
長

事
務
費
負
担
金
、

医
療
費
定
率
市
町
村
負
担
金
、

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
が
あ

り
、
総
額
で
約
一
二
億
五
〇

〇
〇
万
余
円
が
見
込
ま
れ
る
。

議
員

二
十
年
度
よ
り
全
医

療
保
険
者
に
四
〇
歳
か
ら
七

四
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
医
療

保
険
の
被
保
険
者
・
被
扶
養

者
を
対
象
と
し
て
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
特
定
健
診

の
現
在
の
受
診
率
と
今
後
の

目
標
値
を
聞
き
た
い
。

担
当
部
長

十
八
年
度
の
受

診
率
は
約
二
八
％
と
推
計
し

て
い
る
。
国
が
設
定
し
た
二

十
四
年
度
の
受
診
率
の
目
標

値
六
五
％
に
近
づ
け
る
た
め
、

現
在
策
定
中
の
「
平
塚
市
国

民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
実
施
計
画

（
案
）
」
に
お
い
て
、
二
十

年
度
で
は
三
五
％
の
受
診
率

を
目
標
と
し
て
い
る
。

議
員

今
後
、
受
診
率
を
ど

の
よ
う
に
向
上
さ
せ
て
い
く

の
か
。

担
当
部
長

「
広
報
ひ
ら
つ

か
」
や
Ｆ
Ｍ
放
送
「
湘
南
ナ

パ
サ
」
の
「
健
康
福
祉
ふ
れ

あ
い
広
場
」
な
ど
で
周
知
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

特
定
健
診
の
受
診
率

は
、
国
民
健
康
保
険
税
率
に

影
響
す
る
の
か
。

担
当
部
長

健
診
に
か
か
る

費
用
は
、
国
や
県
の
負
担
金

は
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
は

国
民
健
康
保
険
税
収
入
で
負

担
す
る
た
め
、
受
診
率
は
保

険
税
率
等
の
決
定
要
素
の
一

つ
に
な
る
と
考
え
る
。

議
員

神
奈
川
県
や
本
市
に

お
い
て
精
神
障
害
者
は
重
度

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
身

体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
と

で
は
医
療
費
助
成
の
面
で
大

き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

精
神
障
害
者
を
本
制
度
の
対

象
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
を

聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
は
精

神
障
害
者
へ
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
、
本
制
度
の
対
象

と
す
る
よ
う
県
へ
要
望
し
て

き
た
。
平
成
十
九
年
九
月
に

県
が
こ
の
制
度
の
見
直
し
策

を
示
し
た
が
、
精
神
障
害
者

を
本
制
度
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
見
送
ら
れ
た
。

議
員

本
市
独
自
に
精
神
障

害
者
を
本
制
度
の
助
成
対
象

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解

を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

他
市
町
村

の
状
況
や
本
市
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
医
療
ケ
ア
支
援

の
必
要
性
を
十
分
に
勘
案
し
、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
体

を
見
据
え
て
判
断
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
県
の
本
制
度

の
見
直
し
策
の
実
施
時
期
が

平
成
二
十
年
十
月
で
あ
る
た

め
、
本
市
も
こ
の
時
期
を
め

ど
に
検
討
し
て
い
る
。

議
員

障
害
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に

は
就
労
支
援
体
制
の
充
実
が

必
要
と
考
え
る
。
障
害
者
が

一
般
企
業
へ
就
労
す
る
た
め

の
支
援
策
を
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
で
は

十
九
年
度
に
「
障
が
い
者
就

労
支
援
強
化
事
業
」
を
創
設

し
、
障
害
者
施
設
等
の
通
・

入
所
者
が
一
般
企
業
に
就
労

し
た
際
、
障
害
者
や
継
続
支

援
を
行
う
施
設
等
に
助
成
金

を
給
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
員

障
害
者
の
就
労
や
雇

用
継
続
を
促
進
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

支
援
手
法

等
を
検
討
す
る
場
と
し
て
、

平
塚
市
障
が
い
者
自
立
支
援

協
議
会
の
中
に
就
労
支
援
検

討
部
会
を
設
け
、
公
共
職
業

安
定
所
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
確
立
し
、
実
効
性
の
あ

る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員

安
心
し
て
子
供
を
生

み
、
育
て
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
平
成
二
十
年
四
月
に「
健

康
・
こ
ど
も
部
」
を
設
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
組
織
改

正
を
行
う
必
要
性
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

企
画
部
長

現
行
の
健
康
福

祉
部
で
の
事
務
量
が
増
加

し
、
組
織
が
肥
大
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
施
策

を
効
率
的
・
効
果
的
に
、
ま

た
児
童
福
祉
や
青
少
年
育
成

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

部
を
再
編
し
、
市
民
に
分
か

り
や
す
い
組
織
と
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

健
康
・
こ
ど
も
部
で

は
ど
の
よ
う
な
体
制
を
構
築

す
る
考
え
な
の
か
。

企
画
部
長

現
行
の
児
童
福

祉
課
を
中
心
に
、
母
子
保
健

な
ど
の
健
康
づ
く
り
政
策
や

青
少
年
育
成
、
国
民
健
康
保

険
の
特
定
健
康
診
査
を
統
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
妊

娠
期
か
ら
青
少
年
期
」
ま
で

を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
を
構
築
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

議
員

児
童
福
祉
課
を
再
編

し
、
こ
ど
も
家
庭
課
を
設
置

す
る
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長

地
域
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
把
握
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、

利
用
者
へ
の
情
報
提
供
を
充

実
さ
せ
る
。
ま
た
、
複
数
の

支
援
や
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
家
庭
等
に
つ
い
て

は
、
自
立
に
向
け
た
総
合
的

な
支
援
の
た
め
の
調
整
を
行

っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
家
庭

児
童
相
談
室
や
母
子
相
談
室
、

療
育
相
談
室
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
密
接
な
連

携
や
調
整
を
図
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
る
。

議
員

小
児
医
療
費
に
係
る

助
成
制
度
は
、
安
心
し
て
子

供
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
、
有
効
な

子
育
て
支
援
策
と
考
え
る
。

小
児
医
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
、
神
奈
川
県
は
平
成
二
十

年
十
月
に
事
業
を
見
直
す
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
を

聞
き
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
担
当
部
長
）

主
な
見
直
し
と
し
て
は
、

�
通
院
に
お
け
る
助
成
の
対

象
を
未
就
学
児
ま
で
拡
大
、

�
所
得
制
限
を
児
童
手
当
特

例
給
付
に
一
本
化
、
�
四
歳

児
以
上
を
対
象
に
、
通
院
で

は
受
診
一
回
ご
と
に
二
〇
〇

円
（
調
剤
は
除
く
）、
入
院

で
は
一
日
ご
と
に
一
〇
〇
円

を
助
成
、
の
三
点
で
あ
る
。

議
員

県
が
事
業
の
見
直
し

を
行
っ
た
場
合
、
県
か
ら
の

補
助
金
と
本
市
の
医
療
扶
助

費
は
ど
の
く
ら
い
か
。

担
当
部
長

二
十
年
度
は
県

の
補
助
金
は
約
一
億
円
、
市

の
医
療
扶
助
費
は
約
四
億
六

〇
〇
〇
万
円
、
二
十
一
年
度

は
、
県
の
補
助
金
約
一
億
三

五
〇
〇
万
円
、
市
の
医
療
扶

助
費
は
約
四
億
四
〇
〇
〇
万

円
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
。

議
員

で
き
る
限
り
多
く
の

人
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
本
市
に
お
け
る
小
児
医

療
の
助
成
対
象
を
小
学
校
三

年
生
ま
で
拡
大
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

担
当
部
長

現
状
で
は
、
二

十
年
度
か
ら
の
医
療
費
の
本

人
負
担
割
合
の
変
更
な
ど
に

よ
り
、
県
の
補
助
金
の
増
加

や
本
市
の
扶
助
費
の
支
出
額

が
減
少
す
る
一
方
、
国
民
健

康
保
険
の
医
療
給
付
費
の
支

出
額
の
増
加
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
や
財

政
状
況
等
を
考
慮
し
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

特
定
健
診
・
保
健
指
導

２０
年
度
か
ら
義
務
化

就
労
支
援
の
取
り
組
み

検
討
部
会
で
協
議

議
員

介
護
に
従
事
す
る
業

務
は
精
神
的
・
身
体
的
に
過

酷
で
あ
り
、
特
に
若
い
就
労

者
は
労
働
条
件
等
を
理
由
に

辞
め
る
人
も
多
い
と
聞
く
。

国
は
「
社
会
福
祉
事
業
に
従

事
す
る
者
の
確
保
を
図
る
た

め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的

な
指
針
」
を
見
直
し
た
が
、

こ
の
指
針
に
お
け
る
市
町
村

の
役
割
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
担
当
部
長
）

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
県

と
連
携
し
、
広
報
活
動
等
を

通
じ
て
介
護
保
険
制
度
の
意

義
や
重
要
性
の
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
等

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

議
員

国
の
見
直
し
を
受
け
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
な
の
か
。

担
当
部
長

市
内
事
業
者
で

組
織
す
る
「
ひ
ら
つ
か
地
域

介
護
シ
ス
テ
ム
会
議
」
を
通

じ
て
、
事
業
者
相
互
間
の
連

携
や
情
報
の
共
有
化
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
地
域
社
会

で
の
支
え
合
い
を
進
め
る
た

め
の
支
援
体
制
の
整
備
、
充

実
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

議
員

人
材
確
保
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
、
国
に
提

言
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
本
市
の
対
応
を
聞

き
た
い
。

担
当
部
長

介
護
報
酬
の
見

直
し
と
人
材
確
保
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

す
で
に
「
神
奈
川
県
都
市
民

生
行
政
連
絡
協
議
会
」や「
全

国
市
長
会
」
を
通
じ
て
国
に

提
言
し
て
い
る
が
、
状
況
の

改
善
を
目
指
し
、
今
後
も
引

き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
開
始

県
内
の
保
険
料

全
国
最
高
額
の
理
由
尋
ね
る

平成２０年４月

介護職の人材確保

（�）
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福祉まつりでのコーラスの発表
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ひらつか議会だより

地域作業所での文具の組み立て作業
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